
1.為替動向

【為替レート（USD/RMB）の動き】 　　（単位：元）

為替レート
9月13日 金 -
9月16日 月 7.0640
9月17日 火 7.0929
9月18日 水 7.0879
9月19日 木 7.0987
9月20日 金 7.0901
9月23日 月 7.1260
9月24日 火 7.1075
9月25日 水 7.1238
9月26日 木 7.1315
9月27日 金 7.1296 ※

※15：00時点
出所：CFETS（Close Rate）

2.金利動向

【SHIBOR（上海銀行間取引金利）3か月ものの動き】 　　（単位：%）

金利（%）
9月13日 金 -
9月16日 月 2.7100
9月17日 火 2.7080
9月18日 水 2.7060
9月19日 木 2.7090
9月20日 金 2.7170
9月23日 月 2.7250
9月24日 火 2.7290
9月25日 水 2.7290
9月26日 木 2.7320
9月27日 金 2.7260

出所：中国外汇交易中心暨全国银行间同业拆借中心
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・今週の為替レートは先週末に比べ元安でスタートした。訪米中の中国代表団が当初訪問予定であった
　米国農家の視察を急きょ取りやめたことで、米中貿易摩擦の合意に悲観的な見方が広がったためと見
　られている。
・24日には、中国の劉副首相が10月第2週に訪米を予定していることが伝えられ、一転して元高傾向で
　推移した。
・25日以降は米中協議の進展に再び不透明感が増し、23日と同水準の元安にて推移している。

・SHIBOR3か月もの金利は先週とおおむね同水準にて推移した。
・国慶節越えの資金需要により、期間1ヶ月以内のSHIBORについては金利上昇の動きが見られている
　が、期間３ヶ月以上のSHIBORについて、大きな金利上昇は見られない。
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3.ビジネストピックス

（1）　政策／「交通大国」から「交通強国」へ
　　

　

-Disclaimer-

　既に陸・海・空の物流・輸送において「交通大国」となっている中国だが、今般、中国共産党
および国務院は、2050年に「交通強国」を目指すとする「交通強国建設綱要」を発表した。中
国が交通・物流のインフラ・サービスの最先端化に注力していく姿勢を前面に打ち出したもの
と、現地メディアは伝えている。

　計画では、2035年までに基本的な体制として、「全国123交通圏」（都市部における1時間以
内の通勤圏、2時間以内の周辺都市圏、また国内主要都市間の移動を3時間以内で結ぶと
いった内容）と「世界123宅配便物流圏」（国内1日、周辺国2日、世界主要国3日以内の輸送完
了）の実現をビジョンとして掲げている。さらに、これらを実現するために、時速600キロで走行
するリニアモーターカー、時速250キロで走行する貨物列車、AIやIotを活用したインテリジェン
ト・コネクテッド・ビークル（ICV）などの開発能力を引き上げるとした。

　またインフラ建設においても、沿岸部だけでなく中西部や東北地方での投資拡大を掲げてい
る。さらに周辺国との交通網接続において、周辺国と協力して、鉄道や道路の相互接続を進
めていくとしている。
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